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あ
と
が
き

梶自治会（子ども会）ラジオ体操にて

丹波市の

に期待

しています！

食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
。「
た

ん
ば
り
ん
ぐ
」
愛
読
の
秋
で

す
。
前
回
の
50

号
で
は
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
紙
面
に
ご

登
場
い
た
だ
き
、
今
ま
で
以

上
に
多
く
の
方
に
手
に
取
っ

て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、「
た

ん
ば
り
ん
ぐ
」
が
、月
刊
「
広

報
」
の
特
集
「
議
会
改
革
ラ

ン
キ
ン
グ
に
み
る
議
会
広
報

活
性
化
の
ヒ
ン
ト
」
で
も
大

き
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
あ
っ
て
こ
そ
。
こ
れ

か
ら
も
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で

い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を

め
ざ
し
て
、
委
員
一
同
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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混声合唱団メイプルのみなさん　第6 回コンサート（丹波の森公苑ホールにて）

ココ 青垣にも

ホールがほ

しいなぁ。

若い人が
根付くまちづ
くりを期待
します。

いろんな
文化サークルが

繋がって活動でき
たらいいなぁ。

食べ物もおいしいものがいっぱいあり、とても丹波市が好きです。もっとアピールすればどうですか。

もっと丹波市

の方々に丹波布の

ことを知ってほし

いし、知らせてほ

しいですね。

ごみの分別が

ちょっと大変なの

で、もう少しかん

たんになればうれ

しいですね。

大人から子どもまで、ふれあいや運動を通じて健康で明るく住みよい地域づくりにしていきたいです。 健康第一で
安心して暮ら
せるまちに。

もっとＵターン

の人が増えるよう、

「このまちにくらした

い」と思えるまち

づくりに期待！

丹波市の

音楽文化を高

めて欲しい。

他市から自然豊かな丹波市に丹波布の勉強に来ています。

丹波布伝承館10 期生のみなさん

わ
た し た ち も 、丹 波 市 に 期 待 し て い ま す ！
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んばりんぐ」の最新号が自動で届く！スマホで読める☆

スマホといっしょに

持ち歩こう。

たんばりんぐ平成29 年7 月号

防災行政無線放送について

雑誌・図書リサイクルフェア
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10 月15 日開催タウンミー

ティングの会場変更について
2017/10/11（水）兵庫県丹波市　51views
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平成29年7月号広報たんば　たんばりんぐ

最新号

ホームページからのお知らせ

編集

イベント　　　 子ども　　 　　健康

すべて

気に入った

記事は

切り取って

保存や送信

たんばりんぐ

プッシュ

通知で

見逃さない

広報紙も
議会だよりも
HP も FB も
見られる！

すきなときに

いつでも

読める☆

たんばりんぐ

最新号が

自動で届く。

スマホで

読めて

拡大できる。

発行日に

すぐ読める。 ふるさとの
情報もわかる。

災害のときも

すぐに情報が

得られる！

今月も
情報満載♪

「マチイロ」で検索！



丹
波
市
の
財
政
は

ど
れ
く
ら
い
ゆ
と
り
が
あ
る
？

　

財
政
に
ゆ
と
り
が
あ
る
か
ど

う
か
の
判
断
材
料
と
し
て
「
経

常
収
支
比
率
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
税
や
普
通
交
付
税

な
ど
使
い
道
が
制
限
さ
れ
な
い

毎
年
入
る
お
金
（
経
常
的
な
収

入
）
に
対
す
る
、
人
件
費
や
公

債
費
（
借
金
の
返
済
）・
保
育

所
費
・
医
療
費
な
ど
の
扶
助
費

な
ど
毎
年
必
要
な
お
金
（
経
常

的
な
支
出
）
の
割
合
で
、
こ
の

割
合
が
低
い
ほ
ど
財
政
に
ゆ
と

り
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

丹
波
市
は
88
・
0
％
で
、
平
成

27
年
度
に
地
方
交
付
税
の
減
額

が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
年
々
上
昇

（
悪
化
）
し
て
お
り
、
今
後
さ
ら

な
る
悪
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

   

特
集
　
９
月
は
ま

   

さ
し
く
決
算
議
会

   

特
集
　
９
月
は
ま

   

さ
し
く
決
算
議
会

9
月
定
例
会
コ
コ
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ギ
ロ
ン
の
論
点

百
条
委
員
会
の

設
置
と
審
議
結
果

市
議
会
か
ら
の

提

言

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

視

察

報

告

議
会
進
化
論

人口が減る

と、国から交付

されるお金も減

額されます。

年　度 H16 … H25 H26 減
額
ス
タ
ー
ト

H27 H28 H29 H30 H31
一
本
算
定
ス
タ
ー
ト

H32

普　通
交付額

112.2 … 137.3 136.6 132.1 122.8 - - - -

経常収
支比率

… 81.2 83.0 84.8 88.0 - - - -

特例措置（合併後10年間）

旧町の交付税の合計額で交付

逓減期間（5年間）

一本算定に向けて徐々に減額

普通交付税　　　　　　　　　　　2.4億円減　5.7億円減　　　

経常収支比率88.0％

（参考）近隣市の状況（Ｈ 28）

西脇市 89.5　篠山市 97.6

三田市 98.2　県平均 94.0

平
成
27
年
度
か
ら

普
通
交
付
税
の
減
額
が

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す

　

合
併
に
伴
い
地
方
交
付
税

が
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
で
、

財
政
状
況
が
一
気
に
悪
化
す

る
自
治
体
が
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
避
け
る
た
め
、
合
併

後
10
年
間
は
合
併
前
と
同
じ

算
定
方
法
で
交
付
さ
れ
、
そ

の
後
５
年
間
か
け
て
徐
々
に

減
額
さ
れ
る
「
準
備
期
間
」

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

丹
波
市
も
、
合
併
当
時
か

ら
特
例
措
置
を
受
け
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
27
年
度
か
ら

段
階
的
な
減
額
が
は
じ
ま
り
、

今
後
も
人
口
減
少
に
よ
る
さ

ら
な
る
減
額
が
予
想
さ
れ
ま

す
（
上
表
参
照
）。

※地方交付税には、５年に

一度の国勢調査による人口

を基礎として計算されるも

のが多く含まれています。

経常収支比率　　　　　　　　　1.8ポイント悪化　3.2ポイント悪化

経常的な支出

経常的な収入

H26 に比

べて 12 億

円が減額

（
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
む
）

市

民
とし
て知っておき

た

い

丹波市のお財布事情

これ
だけは

普通交付税（　　　）の減額がはじまっています臨時財政対
策債を含む

使ったお金　58万7,027円 (B)

入ったお金　62万6,863円 (A)

総務費

民生費

衛生費

農林水
産業費

土木費

消防費

教育費

災　害
復旧費

公債費

その他

平
成
2 8

年 度 の 決 算 額 、「 ひ と り い く ら 」
？

市　税 みなさんからの税金
11万 8千円

使用料・
手数料

使用料、負担金、各種証明手数料 2万 7千円

繰入金 特別会計や預貯金からの繰入れ 2万３千円

繰越金 繰越金
6万 4千円

国　県
支出金

国や県の代わりに行う特定の事業

に対する国県からのお金
9万 1千円

交付税

各種交付金
国や県からの補助、税の配分 22万円

寄附・
財産収入

寄附金、利子、財産収入
6千円

市　債 借りたお金
7万４千円

庁舎等の管理、各種計画の推進 8万 3千円

子育て支援、福祉医療など福祉の充実 14万 4千円

ごみ処理など市の衛生
5万 8千円

農林業の振興
4万 4千円

道路や川、橋などの土木工事 6万 1千円

消防や救急
1万 5千円

学校教育や社会教育の充実 6万 7千円

災害の復旧事業
1万 5千円

借金の返済
7万 1千円

議会・商工費ほか
2万 4千円

貯金と借金は
いくら？

貯金（基金）残高23万円

　総額149億2,185万円

借金（市債）残高116万円

　総額760億8,509万円

市民１人あたりの状況は？

※Ｈ 29.3 月末人口 65,810 人で算出。

※千円未満切り捨てのため、合計額は異なります。

■ 次の年に使うお金　12,873円(C)

　（次年度に使うため必要なお金）

■ 実質収支額　26,963円 （A-B-C）

歳入総額 412 億 5,390 万円

歳出総額 386 億 3,225 万円

翌年度へ繰り越すべき財源　　8 億 4,718 万円

実質収支額　17 億 7,446 万円

 一般会計決算

Date.

本会議最終日の採決。特別会計 12 議案

と発議ほか 45 議案については認定され

ました（結果は９ページに掲載）。

９
月
は
ま
さ
し
く
「
決
算

議
会
」。
一
般
会
計
決
算
は

初
の
不
認
定
に
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、「
予
算
決
算

特
別
委
員
会
（
前
川
豊
市
委
員
長
）」

を
設
置
し
、
平
成
28
年
度
決
算
に
つ

い
て
集
中
的
に
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
終
日
の
採
決
で
は
、
市
補
助
金

の
不
正
受
給
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た

め
、
一
般
会
計
決
算
は
全
会
一
致
で

不
認
定
に
。
さ
ら
に
詳
し
く
調
査
す

る
た
め
、
特
別
委
員
会
（
百
条
委
員

会
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
か
ら
12
年
が
経
過
し

国
か
ら
の
交
付
税
が
年
々
減
額
さ
れ

る
中
、
丹
波
市
の
財
政
に
は
ど
れ
く

ら
い
の
ゆ
と
り
が
あ
る
の
か
、
市
民

と
し
て
ぜ
ひ
知
っ
て
お
き
た
い
「
丹

波
市
の
お
財
布
事
情
（
財
政
状
況
）」

や
ギ
ロ
ン
の
論
点
な
ど
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

決算について、

論点を整理して議

員間討議を行うな

ど、８日間にわたっ

て慎重に審査し

ました。

 一般会計歳出総額386億 3,225万円のまちづくり

平
成
28
年
度
決
算
を

議
会
が
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
！

不認
定

一般会計決算

※特別会計の決算額や財政指標など、詳しくは広報たんば

10 月号か市のホームページをご覧ください。

※今回の採決により一般会計決算が不認定となりましたが、

すでに行われた予算執行自体には影響はありません。

←広報たんば（丹波市HP）

一般会計歳入歳出の総額は３ページに掲載。

一般会計

不認定の
理由と採
決の結果
はこちら

※１万円未満切り捨て

（単位：億円）　

0203



ツープラス１出産祝金支給事業
（子育て支援事業）の効果は

問

こども園入所保留の原因は

総額:47億5,894万円　

職員適正化計画に基づき、合併時 837 人だった職員

が 680 名まで削減されています（前年対比 15 人増）。

この人数には、新設された理事と保育士の任期付職員

計 20 人が含まれています。シティプロモーションの

推進など事務量の増大と職員の定数減により市民サー

ビスが行き届かなくなるのを防ぐため、事務の効率化、

組織の見直し、民間のノウハウを活用したサービスの

向上などが必要です。

問

答

事業費の大部分を補助金に頼る団体へ

の運営補助金については、自主財源の

確保なども含め補助団体と十分な協議

を行い、あるべき姿に向け具体的な改

善の取り組みが必要です。

ほぼ全額補助の団体の見直しは

保育士が
もっと増えて
くれるといい

ですね。

事業は
29 年度で終
了します。

人件費の内訳と
財政難を回避するための
職員定数の削減

議員・委員等の報酬   2 億 3,978 万円

市長等特別職の給料　   　3,427 万円

職員の給料（680 名）32 億 5,014 万円

その他共済等負担金 12 億 3,473 万円

※県からの派遣等については、増減した場合のみ採用者数、年度内退職者数に含む。
※Ｈ 27.4 の採用者数には、県から看護専門学校への 9 名の派遣を含む。
※Ｈ 27.10 採用者はＨ 29.4 の採用者数に含む。
※ H29.4 の採用者数には任期付職員（理事 1 名・保育士 19 名）を含む。
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常勤一般職員数の推移

指定管理施設：議会の議決を経て市から指定された外

部団体や民間事業者、NPO 法人などが管理する施設。

施設の利用料などを収入にすることもできる。

自治体の財政難と経営効

率化の観点から、丹波市

でも指定管理者制度を多

数導入し、アウトソーシ

ング（民間活力の導入）

を進めています。

指定管理施設の修繕

はだれがしますか。

基本的には大きな修

繕は市が行い、細かな

修繕は指定管理者が行うと

いう一定の基準はあります

が、客観的なルールづくり

を今後検討していきます。

指定管理施設の修繕費の負担は

カイ

　　　セツ　　

観光施設整備事業補助金は、補助対象事業費の３分

の２を市が補助し、残りが地元（団体）負担となっ

ています。同事業では、不適切な補助金受給が判明

しました。事実関係の解明を進めることはもちろん

ですが、今後の団体等への補助金交付事務について

は、交付規則や要綱等に基づき、検査体制の充実等、

適切な事務処理に向けた再発防止策の徹底を強く求

めます。

観光施設整備事業補助金は

適正に交付されていたか

100 条委員会を設置し、今後慎重に審査します。

➡ P ８参照

９
月
定
例
会

28
年
度
決
算
と
９
月
定
例
会
の
流
れ

本
会
議
① 　

議
案
や
28
年
度
決
算
に
関

す
る
提
案
説
明

本
会
議
② 

一
般
質
問

本
会
議
③ 

一
般
質
問　

本
会
議
④  

一
般
質
問

本
会
議
⑤   

質
疑
・
委
員
会
付
託

予
算
決
算
特
別
委
員
会（
補
正
予
算
）

付託された委員会で慎重に審査

総
務
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
決
算
特
別
委
員
会

総
務
所
管
部
分

民
生
所
管
部
分

産
業
建
設
所
管
部
分

課
題
を
整
理
し
議
員
間
で
討
議

総
括
審
査

現
地
調
査

当
局
か
ら
の
報
告

本
会
議
⑥  

採
決

　

各
委
員
会
か
ら
の
審
査
報
告

　

と
採
決
、
百
条
委
員
会
の
設
置

決
算
書
を
つ
く
る

決
算
書
や
附
属
書
類
な
ど

を
作
成
。

3 月 31 日で会計

年度は終わります

が、光熱費などは

４月１日以降に請

求されるので、前

年度の支払等の整

理期間があります。

平
成
28
年
度
事
業
終
了

出納閉鎖期間監
査
委
員
に
よ
る
決
算
監
査

監
査
委
員
２
名
が
、
決
算

書
や
附
属
資
料
を
も
と
に

審
査
し
、
意
見
書
を
作
成
。

29　27　　　26　25　21　20　　　19　15　14　13　　　11　 7 　 6 　 5 　 　 9/1　　　8 月　　　7 月　　　6 月　　5 月　　4 月　3/31

B A

９月定例会の会期中は、本会議以外にもたくさん

の委員会が開催されます。予算決算特別委員会で

は、副市長はじめ各担当部長など出席のもと、慎

重な審査が行われました。

決算附属

説明書

議員報酬（20 名）　　　　　　　　　　　1億 1,180万円

政務活動費（議員一人あたり１万円 / 月以内） 151万円

視察・出張時の旅費、費用弁償（通勤費）等 281万円

議会だよりの作成（年４回） 196万円

会議録の作成 274万円

本会議などのインターネット中継（録画中継） 243万円

会議録検索システム（ホームページでの検索） 134万円

その他　人件費、消耗品など

総額：2億879万円　　

議会費は
こんな風に使われました

議員研修

講師謝金に

10 万円

監査委員によ

る審査意見書

BA

採用者数・年度内退職者数等の推移

詳しい資料はこちら
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集
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月
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ま

   

さ
し
く
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算
議
会

   

特
集
　
９
月
は
ま

   

さ
し
く
決
算
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会

9
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

百
条
委
員
会
の

設
置
と
審
議
結
果

市
議
会
か
ら
の

提

言

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

視

察

報

告

議
会
進
化
論

New

およそ500ページの決算書と639ページの決

算資料、さらに、各議員が資料請求した膨大な回

答（資料）をもとに、予算決算特別委員会での審

査が行われます。ここでは、８日間にわたる審査

DOCUMENT
な

る

ほ
ど

ドキュメント

９月議会

における「ギロ

ンの論点」をお

知らせします。

0405

第 3 子以降の出産時に祝金として 20 万円を支給す

るもので、平成 26 年度から５年間の事業としてス

タートしましたが、29 年度で終了します。

支給実績の状況は。

平 成 26 年 度 112

人、27 年度 100 人、

28 年度 79 人でし

た。一定の効果は見られ

ますが、全体の出産数や

多子世帯数が減少する中、

３人目以降の出産の直接

的な動機にはつながって

いないのが現状であるた

め、取組みを中止するも

のです。今後は子育て支

援全体の枠組の中で、よ

り効果的な支援策に切り

替えます。

認定こども園や保育所において、希望する園に入所

できない園児（入所保留者）が発生しています。

答

希望の園に入所できず、

入所を保留するケース

が多く発生しているようです

が。

利用申込をされても、

希望の園ではない場合

に利用されない事例ととらえ

ています。他の園であれば入

所できるため待機児童には該

当しませんが、乳幼児など小

さなクラスでの保育士不足に

よるものもあることから、解

消できるよう保育士の確保に

努めてまいります。

人件費の

内訳は？

問

答

■決算議会



その他の議案については、　９ページの審議結果をご覧ください。
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市内の全中学校に
空調設備を設置します

中学校の空調設備の設計に

かかる費用として、2,800

万円が計上されました。

小中学校の空調設備計画を

前倒しして、来年度は中学

校全校と黒井・小川・南小

学校への設置が予定されて

います（青垣・前山小学校

はすでに設置済み）。他の

小学校へも順次設置予定で

す。また、普通教室や使用

頻度の高い特別教室への設

置も検討されています。

観光地にWiFi の

設備を設置します

ワイファイ

市内の観光地等の WiFi（ワ

イファイ）整備が進められ

ます（768 万３千円）。

[ 設置場所 ]

丹波おばあちゃんの里、道

の駅あおがき、ちーたんの

館、水分れ公園、興禅寺周

辺、薬草薬樹公園、丹波竜

の里公園

学
校
へ
の
空
調
設
置
、
観
光
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど

可決
補正予算

市
議
会
で
提
案
し
て
き
た
こ
と
が

次
々
と
実
現
し
て
い
ま
す
！

丹
波
市
で
就
農
し
地
域
の
担
い

手
と
な
る
農
業
後
継
者
の
育
成

を
め
ざ
し
て
、
平
成
31
年
４
月

に
「
農
の
学
校
」
が
開
校
し
ま
す
。

施
設
は
、
現
在
「
生
き
が
い
創

造
い
こ
い
の
家
」
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
建
物
を
活
用
。
親

方
（
マ
ス
タ
ー
）
の
も
と
で
有

機
農
業
や
特
産
品
の
栽
培
技
術
、

経
営
力
、
農
村
文
化
な
ど
に
つ

い
て
１
年
間
学
び
ま
す
。
ま
た
、

卒
業
後
は
新
規
就
農
者
と
し
て
、

全
国
的
に
有
機
農
業
を
売
り
出

し
ま
す
。

受講料：条例の範囲内（７0 万円以内）

所在地：市島町上田 1134 番地

　　　　三ツ塚史跡公園内

氷
上
町
石
生
の
「
水
分
れ
」
は
、

標
高
わ
ず
か
95
ｍ
と
本
州
で
最

も
低
い
中
央
分
水
界
で
す
。
そ

の
特
徴
的
な
地
勢
や
歴
史
を
紹

介
す
る
た
め
、
昭
和
63
年
に

水
分
れ
資
料
館
が
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
約
30
年
が
経

過
し
、
環
境
問
題
や
生
物
多
様

性
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
新
た

に
「
氷
上
回
廊
」
を
中
心
テ
ー

マ
に
据
え
た
施
設
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

農の学校として使用される「生きがい創造いこい

の家」（右・奥は愛育館）

反対です！
この度の補助金不正受給を受

け、これまで以上に補助金は適

正かつ正確な支給が求められま

す。また、市内すべての猫の避

妊去勢手術の助成金制度は、対

象の猫の数も不確定であり、現

段階では賛成するには情報が不

足している。

山石部神社の隣に佇む「水分れ資料館」

「
農
の
学
校
」が

設
置
さ
れ
ま
す

論点！
ココがギロンの
９
月定例会

氷上回廊って？

水分れを中心に南北に伸びる低地帯。

この地に降った雨（水）が日本海側（由

良川）と太平洋側（加古川）に分かれ、

日本海からの冷たい風と太平洋からの

暖かい風が出会い、南北の生き物たち

が行き交う「生態系の交差点」でもあ

ります。また、旧石器時代から人々の

交流拠点（街道）として利用され、独

特の地形の中で豊かな暮らしや文化が

育まれてきました。

賛成です！
昨年、丹波市議会から県に意見

書を提出しました。県は市町の

状況により取り組むこととして

いて、県下でも多くの自治体で

助成制度を設けています。市内

の動物愛護団体と協力し、新し

い飼い主へ譲渡等を行い、猫の

殺処分数ゼロをめざしていくと

しており、しっかり取り組むべ

きである。

公正な助成金と
するためにも、他市の
助成状況も確認して、
対象を明確にするなど

の検討が必要。

[ 委員の意見 ]

正しい飼い
方や無責任な餌
付けの取締りな
ど啓発の強化も

必要。

野良猫等に
よる糞害被害な
ど衛生面でも地
域の重要な課題

です。

学校に

エアコンがつ

くのがすごく

楽しみです。

W i F i の

設備もうれ

しいです。

提出いただいた請願は、定例会で慎重に審

議（査）し、採択されれば、請願内容によっ

て市議会から国等へ意見書を提出します。
請願・陳情の

出し方
意見書・決議

＊ み な さ ん の 声 を カ タ チ に ＊

川代公園ほか観光地等
の公衆トイレを洋式化

市内の観光地等の公衆トイ

レの洋式化が順次進められ

ます（２４０万円を計上）。

[ 設置場所 ]

川代公園、柏原観光トイレ、

柏原やぐら公園、谷川駅

丹波市から「犬・猫の殺処分
ゼロ」を目指すため猫の不妊
手術に対しての助成金の制度
創設等を求める請願

５月 18 日付で受理（継続審査）/ 請願者：丹波市から「犬・猫の

殺処分ゼロ」を目指す会 OneforMee ＠丹波代表　足立真紀さん

「猫の不妊手術に対しての助成金制度を創設すること」

「犬・猫の殺処分ゼロを目指すアクションプランを作

成すること」の請願を採択し、市に対し、処理の経過

や結果について報告を求めることを決定しました。

採択
請　願

賛成多数で採択

私はこの　　　　　 請願に…

請 願
seigan

衆議院の解散を受
け、最終日には選
挙費として3,154
万円が追加補正さ
れました。

ひとくちMemo
補正
予算

   

特
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９
月
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ま

   

さ
し
く
決
算
議
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特
集
　
９
月
は
ま

   

さ
し
く
決
算
議
会

9
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

百
条
委
員
会
の

設
置
と
審
議
結
果

市
議
会
か
ら
の

提

言

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

視

察

報

告

議
会
進
化
論

丹波市の

農業をいっしょに

盛り上げていって

くれるといいね。
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水
分
れ
資
料
館
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

氷上回廊
ホームページ

Ｎ

水分れ公園〒

至福知山

至柏原

い
そ
う

水分れ資料館

リニューアルはいつ

ごろの予定ですか。

当初は、シティプ

ロモーションに合

わせて平成 31 年度の開

設を考えていましたが、

予定より少し遅れても

時間をかけて検討する

こととしました。

どのような検討体

制になりますか。

地元の方々を中心

に市民の方に参加

いただき地域との関わり

の中で多くの関連事業が

提案されるような流れを

生みたいと考えています。

答

問

答

問生きがい創造いこい

の家の利用者は。

ライフピアいちじま

を利用いただくなど

調整を進めていきます。

農の学校の学生のた

めの宿泊施設は。

民間施設を利用して

いただきます。

問

答

問

答

愛育館

ライフピア
いちじま

市島町上田

市島支所前

市島中文

市島
支所

至春日

至
福

知
山

い
ち
じ
ま

Ｒ
175

Ｎ

吉見小 文

市島支所北
（農の学校予定地）
生きがい創造いこいの家

農
業
後
継
者
の
育
成
を
め
ざ
し
て

氷
上
回
廊
を
中
心
テ
ー
マ
に

■９月定例会



百
条
委
員
会
を

設
置

今回も
じっくり審議

しました

■全員賛成で可決した議案
　　平成 28年度決算

国民健康保険特別会計事業勘定

国民健康保険特別会計直診勘定

介護保険特別会計サービス事業勘定

訪問看護ステーション特別会計

地方卸売市場特別会計

駐車場特別会計

看護専門学校特別会計

農業共済特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

■賛否が分かれた議案と審議結果 

件　　　名 結　果
賛　

成

反　

対

谷
水
雄
一

吉
積　

毅

山
名
隆
衛

小
橋
昭
彦

渡
辺
秀
幸

大
嶋
恵
子

大
西
ひ
ろ
美

近
藤
憲
生

小
川
庄
策

広
田
ま
ゆ
み

林　

時
彦

奥
村
正
行

前
川
豊
市

藤
原　

悟

須
原
弥
生

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

太
田
一
誠

垣
内
廣
明

太
田
喜
一
郎

決算
介護保険特別会計保険事業勘定 認　定 16 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

後期高齢者医療特別会計 認　定 16 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

幼稚園
の廃止

市立南幼稚園の廃止
付託先の総務常任員会での賛否 ○ ○ ○ ○ ● ● ‐

可　決 18 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

市立東幼稚園の廃止
付託先の総務常任員会での賛否 ○ ○ ○ ○ ● ● ‐

可　決 18 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

条例の
廃止

市立幼稚園設置条例…南・東幼稚園を廃止し
こども園に引き継ぐため改正するもの。

付託先の総務常任員会での賛否 ○ ○ ○ ○ ● ● ‐

可　決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

請願

丹波市から「犬・猫
の殺処分ゼロ」を目
指すため猫の不妊手
術に対しての助成金
の制度創設等を求め
る請願 ➡ P ７参照

猫の不妊手術に対しての助
成金制度を創設すること

採　択 13 6 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ‐

犬・猫の殺処分ゼロを目指すア
クションプランを作成すること

採　択 17 2 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

同意 人権擁護委員の候補者の推薦（同意 80 号） 同　意 14 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

※○は賛成、●は反対、棄は棄権、　　は賛成・反対討論を行った議員。委員会と賛否が異なる場合は委員会採決も掲載しています。

※議長は議事進行を行うため特別多数議決　　を除き採決には加わりませんが、賛否同数の場合のみ議長も賛否を表明します。

※奥村議員は議会選出の監査委員のため、決算の審査および表決には加わりません。

　　条例の改正

市定住促進住宅の設置及び管理に関する条例
…市の定住促進住宅の入居要件を緩和し、50
歳以上の入居ができるように改正するもの。

特

決算

条例

　　　　その他

市立休養施設やすら樹に係る指定管理者の指定

旧慣による市有財産の使用廃止

農作物共済（水稲）無事戻金の交付

農作物共済（麦）無事戻金の交付

畑作物共済（大豆）無事戻金の交付

園芸施設共済無事戻金の交付

農作物共済特別積立金の取崩し　

その他

　　　議員提案

市補助金の不正受給に係る調査特別委員会
の設置 ➡Ｐ８参照

発議

特別多数議決：基本的には出席議員の過半数の賛成により議決しますが、市役所の位置を定める条例や重要な公の施設に関す

る条例、議員の資格の決定、 除名、長の不信任議決など、さらに多くの賛成が必要な場合の議決をいいます。 

カイ

　　　セツ　　

　　条例の廃止

市立市島生きがい創造いこいの家条例
…平成 31 年度開校予定の市立農の学校の学
習拠点施設として利活用するため、条例を廃
止するもの。　※特別多数議決

条例

　　条例の制定

市立農の学校条例 ➡Ｐ７参照

条例

　　補正予算 　

一般会計 ➡Ｐ 6 参照

国民健康保険特別会計事業勘定

国民健康保険特別会計直診勘定

介護保険特別会計保険事業勘定

介護保険特別会計サービス事業勘定

後期高齢者医療特別会計

訪問看護ステーション特別会計

看護専門学校特別会計

地方卸売市場特別会計

駐車場特別会計

農業共済特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

予算

0809

議
案
の

審
議
結
果

■全員反対で否決した議案
　　 平成 28年度決算

一般会計…Ｐ 2、3、8 参照

　　　人事案件

人権擁護委員の候補者の推薦
（同意 81 ～ 92 号）

　　　無事戻金とは？
　　　共済加入者が過去３年間に受け取った
共済金と過去２年間の無事戻金の合計額が、過
去３年間の共済掛金の２分の１に満たない場
合に、その差額を限度額として払い戻す制度。

カイ

　　　セツ　　

写　　　真
写　　　真

人事

丹
波
市
初
の
不
認
定
と

百
条
委
員
会
の
設
置

　

本
会
議
最
終
日
に
行
わ
れ
た

採
決
で
は
、
同
事
案
の
判
明
に

よ
り
一
般
会
計
決
算
が
全
会
一

致
で
丹
波
市
初
の
不
認
定
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、「
市
補
助

金
の
不
正
受
給
に
係
る
調
査
特

別
委
員
会
」
も
設
置
さ
れ
、
今

後
、
引
き
続
き
調
査
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

決算

予

算

決

算

特
別
委
員
会

　　　決議

北朝鮮の核実験とミサイル
発射に厳しく抗議する決議
　　　　決議文はコチラ➡

決議

　　　決議

平成 28 年度施策・事務事業に対する提言
 ➡Ｐ 10 ～ 11 参照

決議

市議会では、地方自治法第100条に基づ

き、市の事務にかかわる不祥事などが起

こった場合、不祥事が起きた背景など「発

生原因の究明」と「再発防止」を目的に

調査を行います。これを100条調査とい

います。

地方議会にはこの100条調査権が与えられて

おり、委員会への参考人の出席や証言、記録の

提出などを求めることができます。万一、正当

な理由がないのに出席を拒否したり虚偽の証言

や資料の提出を拒んだりした場合は、禁錮刑ま

たは罰金刑が科せられます。

100 条委員会

再
発
防
止
策
の
徹
底
を

　

今
後
、
事
実
の
解
明
が
急
が

れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

団
体
等
へ
の
補
助
金
交
付
事
務

に
つ
い
て
は
、
交
付
規
則
な
ど

に
基
づ
い
て
検
査
体
制
の
充
実

等
適
切
な
事
務
処
理
に
向
け
た

再
発
防
止
策
の
徹
底
が
強
く
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

コピー代など
も含め、委員会に
かかる年度内の予
算は 95 万円以内

と決められて
います。

業
に
関
連
す
る
事
業
の
補
助
金

に
つ
い
て
も
同
様
の
事
案
が
判

明
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
事
前
の
資
料

請
求
に
よ
り
市
か
ら
提
出
さ
れ

た
同
補
助
金
事
務
に
関
す
る
膨

大
な
関
係
資
料
を
も
と
に
質
疑

が
行
わ
れ
、
同
一
団
体
か
ら
の

複
数
の
補
助
金
申
請
を
受
け
付

け
た
こ
と
へ
の
疑
義
、
検
査
体

制
の
甘
さ
な
ど
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

Ａ
．
発
生
原
因
の
究
明
と
「
再
発
防
止
」
で
す
。

Ｑ
．
百
条
委
員
会
は
何
の
た
め
に
設
置
す
る
の
か
―
。

市
補
助
金
の
不
正
受
給
に

係
る
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

林　
　

時
彦　
　

　

副
委
員
長　

谷
水　

雄
一　

　

委　

員　
　

吉
積　
　

毅　
　

　
　
　
　
　
　

小
川　

庄
策

　
　
　
　
　
　

前
川　

豊
市

　
　
　
　
　
　

藤
原　
　

悟　

　
　
　
　
　
　

西
本　

嘉
宏　

　
　
　
　
　
　

垣
内　

廣
明

   

特
集
　
９
月
は
ま

   

さ
し
く
決
算
議
会

   

特
集
　
９
月
は
ま

   

さ
し
く
決
算
議
会

9
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

百
条
委
員
会
の

設
置
と
審
議
結
果

市
議
会
か
ら
の

提

言

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

視

察

報

告

議
会
進
化
論

特

特

特
別
委
員
会
で
判
明
し
た

市
補
助
金
の
不
正
受
給

　

８
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
予
算
決
算
特
別
委
員
会
（
全

議
員
で
構
成
）
に
よ
る
決
算
審

査
で
は
、「
丹
波
市
観
光
施
設

整
備
事
業
」
な
ど
８
件
の
補
助

事
業
で
、
不
適
切
な
補
助
金
受

給
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
、
平
成
26
年

丹
波
市
豪
雨
災
害
災
害
復
旧
事

８日間にわたって開かれた予算
決算特別委員会での決算審査

現地で完了

確認もしっかり

したのか。

短期間で何件も
申請を受け、

委員会の設置について議決を求める文書には、

委員会が担う調査事項や委員数、調査権限、調

査経費などが記されています。

おかしいとは

思わなかったのか。



カイ

　　　セツ　　

平成28 年度の事業評価から、「イノシシ捕獲頭

数」「小動物捕獲頭数」が指標に加えられました。

追跡調査

協働のまちづくりの推進

地域の課題がどのくらい
解決されたかという「進
捗度」を成果指標とすべ
き。

検討の結果、地域によって事情が違うので、画一

的な指標を導入するのは困難と判明しました。地

域づくり事業の成果を評価するにはどういう指標

が適切か、今後も検討を続けるということです。

U・I ターン推進事業

有害鳥獣対策

北近畿エリア移住者NO.１☆

H27年度評価の「その後」を

転入転出理由等の調査
を行い、効果的な施策
の実施を。

調査結果から課題や強みを分析し、移住希望者の

不安解消に応える「住まいるバンク」や「たんば

の仕事」、また、移住者の人脈を生かす「丹波移充

計画」などの事業が実施されるようになりました。

2 

非
常
備
消
防
施
設
・

　 

水
利
整
備
事
業

　
防
火
水
槽
に
つ
い
て
は
、
水
利
の
基
準

を
見
直
し
、
住
宅
過
疎
地
で
の
展
開
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
防
火
水
槽
や

消
防
団
詰
所
の
新
設
に
つ
い
て
、
地
元
提

供
さ
れ
る
用
地
の
立
地
条
件
の
関
係
で
、

付
帯
工
事
等
の
必
要
性
か
ら
事
業
費
が
増

え
る
問
題
に
つ
い
て
、
内
部
で
工
事
候
補

地
選
定
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
を
つ
く

り
、
自
治
会
等
に
理
解
を
求
め
る
こ
と
。

3
こ
ど
も
発
達
支
援
セ

　 

ン
タ
ー
等
運
営
事
業

（1） 

言
語
聴
覚
士
は
、
よ
り
専
門
性
の
高
い

療
育
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
に
必
要
な
専

門
職
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正
に
配
置
す

べ
き
で
あ
る
。

（2） 

通
所
支
援
稼
働
率
が
下
が
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ス
ト
の
職
員
従
事
者

数
、
非
常
勤
職
員
従
事
者
数
が
増
え
、
総

事
業
費
を
押
し
上
げ
て
い
る
。
療
育
支
援

の
充
実
は
必
要
で
あ
る
が
、
効
率
的
な
運

営
を
図
ら
れ
た
い
。

（3） 

児
童
発
達
支
援
を
利
用
す
る
児
童
の
減

少
理
由
と
し
て
、
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
一
因
と
し
て
い
る
。
認
定
こ
ど
も
園
と

の
連
携
を
深
め
、
認
定
こ
ど
も
園
に
と
っ

て
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
ら

れ
た
い
。　

 

4 

森
林
整
備
振
興
事
業

（1） 

市
は
、
丹
波
産
材
の
利
用
促
進
に
向
け

た
民
間
組
織
と
の
協
議
協
同
を
改
革
の
基

本
方
針
と
し
て
い
る
。
民
間
と
行
政
が
、

そ
れ
ぞ
れ
で
き
る
所
を
協
同
し
て
丹
波
市

産
の
木
材
利
用
促
進
に
努
め
、
山
林
所
有

者
、
伐
採
事
業
者
、
木
材
利
用
者
（
加
工

含
む
）、
製
品
販
売
者
等
が
連
携
を
図
り
丹

波
市
産
材
を
売
り
出
す
仕
組
み
を
早
急
に

構
築
す
る
こ
と
。

（2） 

伐
採
事
業
者
の
伐
採
作
業
に
対
す
る
利

益
は
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
更
に
安
定
し

た
林
業
経
営
の
推
進
に
向
け
て
市
が
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

（3） 

丹
波
産
材
の
利
用
増
進
に
つ
い
て
、
普

及
・
啓
発
を
推
進
す
る
と
共
に
、
利
用
・

販
売
・
収
益
等
の
現
状
把
握
を
行
い
、
今

後
の
国
や
県
の
動
向
等
を
踏
ま
え
ど
の
よ

う
な
支
援
策
や
対
策
が
必
要
か
を
研
究
す

べ
き
で
あ
る
。

5  

企
業
誘
致
推
進
事
業

（1） 
有
機
農
産
物
を
使
用
し
た
自
然
食
品

加
工
会
社
や
飲
料
メ
ー
カ
ー
、
新
病
院
を

中
心
と
す
る
医
療
機
器
会
社
や
薬
剤
メ
ー

カ
ー
及
び
介
護
関
連
施
設
な
ど
に
力
を
入

れ
た
誘
致
活
動
を
す
べ
き
で
あ
る
。

（2） 

総
務
省
と
経
済
産
業
省
に
よ
る
統
計
調

査
に
よ
る
と
丹
波
市
の
黒
字
企
業
比
率
（
製

造
業
）
は
全
国
平
均
75
・
5
％
に
対
し
て

80
・
8
％
と
高
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
既

存
企
業
の
経
営
安
定
や
経
営
革
新
等
に
更

に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
で

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
あ
る
。

（3） 

市
で
は
、
人
材
確
保
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
大
学
生
・
高
校
生
の
地
元

就
職
率
の
向
上
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
を

数
字
と
し
て
評
価
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ

の
対
策
・
支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

※１：総務省・経済産業省「平成 24 年経済センサス―活動調査（黒

字赤字企業比率：製造業）」

※１

　

市
議
会
で
は
、
市
の
総
合
計
画
に
そ
っ

て
各
事
業
が
効
率
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
市
が
行
っ
て
い
る
「
行
政
評

価
」
を
も
と
に
事
業
内
容
や
成
果
指
標
の

立
て
方
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
検
証
し
、

改
善
点
を
ま
と
め
、
市
に
提
言
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
「
議
会
外
部
評
価
」
と
言
い

ま
す
。

行政評価

議会外部評価

厳しい財政状況の中、丹波市では毎年 400 億円近

い予算が組まれ、さまざまな事業が行われています。

「何にいくら使われているのか」はもちろんですが、

「それによりどんな成果があったのか」「どれだけ市

民サービスが向上したのか」が気になるとこ

ろです。目標達成度や事業の成果などは、

行政評価シートで見ることができます。

外部評価に

よって洗い出された

改善点を新年度予算や

事業に反映することで、

より効果的・効率的な

行政運営をめざし

ています。

詳しくは
市のホーム
ページで

チェック！

既存の調査があるので、
分析結果に基づき事業
を進めていきます。

３．その後の市の対応

地域ごとに課題解決達成
度を聞き取るなど、より
具体的な指標について検
討します。

有害鳥獣の範囲を拡
大し、シカ以外の有害
鳥獣の捕獲頭数も指
標に入れてはどうか。

指標になり得るか検討
に着手します。

２

１

３

１．提　言 ２．回　答

Check

Action Plan

Do

PDCA
サイクル

（計画）

（実施）

（分析）

（改善）

市が
事業を
実施

市が事務事
業評価シー

トを作成

議会外部評価

聞き取り・調査

市へ提言

市から
回答

市が
新年度予算
をつくる

新年度予算

を議会で

審議・可決

４月～
翌年３月

４～６月

６～９月

９～２月

３月

（実施）

行政評価
の目的

①限られた財源を有効活

用して財政の健全化につ

なげる。

②事業ごとの費用対効果

を明らかにする。　

③コスト意識の徹底など

職員の意識改革を図る。

市では、施策

や事務事業について

目標達成度を数値化し評

価・検証する行政評価を

行っています（内部評価）。

この評価結果は、翌年度

の新規事業の立案や既存

事業の改廃等見直しに

つなげています。

外部評価

はなんの

ため？

３．その後の市の対応

１．提　言 ２．回　答

３．その後の市の対応

１．提　言 ２．回　答

市が事務事業
を見直す

　
　
施
　
策

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進　

（1） 

地
域
づ
く
り
事
業
に
関
わ
る
者
（
地
域

づ
く
り
支
援
者
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
推
進
員
、
ま
ち
づ
く
り
指
導
員
）
の
役

割
分
担
を
明
確
に
し
、
連
携
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
質
の
向
上
を
図
る

た
め
、
市
が
実
施
す
る
生
涯
学
習
講
座
な

ど
の
積
極
利
用
を
促
す
と
と
も
に
、
先
進

地
視
察
な
ど
行
政
が
よ
り
積
極
的
に
関
わ

る
支
援
体
制
も
必
要
で
あ
る
。

（2） 

評
価
指
標
に
「
地
域
住
民
に
よ
る
評
価
」

を
導
入
し
、
自
治
協
議
会
ご
と
に
比
較
で

き
る
よ
う
改
善
す
る
と
と
も
に
、
成
功
し

て
い
る
地
域
や
取
組
事
例
な
ど
を
地
域
づ

く
り
の
モ
デ
ル
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
で

全
体
の
底
上
げ
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
事
務
事
業

1  

地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

　

協
会
等
を
通
じ
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
補
助
金
を
交
付
す
る
だ
け
で
な
く
、

社
会
体
育
の
根
幹
で
あ
る
各
団
体
の
活

動
内
容
を
把
握
し
、
課
題
等
に
注
視
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
底

上
げ
の
た
め
に
も
、
自
治
協
議
会
や
校
区

の
運
動
会
、
全
国
高
等
学
校
女
子
硬
式
野

球
選
手
権
大
会
な
ど
の
評
価
指
標
も
総

合
的
評
価
に
は
必
要
と
考
え
る
。
あ
わ
せ

て
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
へ
の
丹

波
情
報
の
発
信
な
ど
、「
丹
波
市
フ
ァ
ン
」

を
広
め
る
ツ
ー
ル
と
な
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
も
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

1011
※このほか、「幼児教育・保育推進事業」「社会福祉団体等補助金・負担金事業」「河川整備事業」についても外部評価を行いました。

提言内容は、市議会ホームページをご覧ください。
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９
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9
月
定
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会
コ
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点

百
条
委
員
会
の

設
置
と
審
議
結
果

市
議
会
か
ら
の

提

言

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

視

察

報

告

議
会
進
化
論

平成 28 年９月に行った外部評価で 16 件の提

言を行い、11 月に市から回答を受けました。

今回は、その中から３事業をピックアップし、

その後の市の対応について「追跡」しました。

市議会からの提言
～市の事務などについて議会が評価し、市に提言しました～



公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
で
は
、

財
政
見
通
し
上
、
40
年

間
に
延
床
面
積
を
約

34
％
以
上
縮
減
が
必
要

で
す
。
耳
障
り
な
こ
と

で
あ
っ
て
も
言
う
時
に

き
て
い
る
の
で
は
。

就
任
以
来
、
庁
舎

間
移
動
に
伴
う
ロ

ス
、
部
署
間
連
携
、
業

務
効
率
が
悪
い
な
ど
、

分
庁
舎
方
式
の
課
題
は

予
想
以
上
で
す
。
新
庁

舎
建
設
の
議
論
の
た
た

き
台
と
な
る
基
礎
資
料

を
お
示
し
し
ま
す
。

　
　

＊　

＊　

＊

神
戸
新
聞
に
よ
る

と
三
田
市
が
行
っ

た
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で

約
74%

が
管
理
職
ヘ
の

昇
格
は
望
ま
な
い
と
の

記
事
が
あ
っ
た
。
丹
波

市
も
こ
こ
2
、
3
年
昇

任
試
験
の
受
験
者
が
少

な
い
と
聞
く
。
そ
の
対

策
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

受
験
資
格
の
引
き

下
げ
、
女
性
の
登

用
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

＊　

＊　

＊

選
挙
の
投
票
時
間

を
1
時
間
繰
り
上

げ
て
19
時
ま
で
に
し
、

削
減
で
き
る
予
算
を
投

票
所
ヘ
の
送
迎
対
策
に

活
用
で
き
な
い
か
。

投
票
時
間
を
繰
り

上
げ
し
て
い
る
自

治
体
の
調
査
を
し
ま
す
。

職
員
が
、
さ
ら
に

地
域
課
題
の
把
握

及
び
解
決
に
努
め
、
地

域
づ
く
り
に
関
わ
る
仕

組
み
づ
く
り
を
。
ま
た
、

今
後
の
組
織
力
の
向

上
・
職
員
体
制
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

職
員
が
地
区
担
当

者
と
し
て
各
自

治
会
に
関
わ
る
「
地
域

づ
く
り
支
援
者
」
制
度

の
意
義
を
職
員
に
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
積

極
的
に
市
民
と
協
働
し

て
課
題
解
決
に
取
り
組

み
、
最
後
ま
で
や
り
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
る
職

員
の
育
成
に
努
め
ま

す
。
組
織
力
の
向
上
に

向
け
た
職
員
体
制
に
つ

い
て
は
、
複
雑
な
行
政

課
題
に
有
効
に
対
応
で

き
る
横
断
的
、
連
携
的

な
組
織
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

＊　

＊　

＊

丹
波
市
の
自
然
・

水
源
の
里
を
守
り
、

育
み
、
未
来
へ
と
繋
い

で
い
く
た
め
に
、
水
源

の
里
条
例
の
制
定
を
。

　

「
条
例
の
制
定
」

に
つ
い
て
は
、「
水

分
れ
」
と
い
う
分
水
嶺

を
持
つ
丹
波
市
に
と
っ

て
も
意
義
の
あ
る
こ
と

と
考
え
ま
す
。
す
で
に

あ
る
「
環
境
基
本
条
例
」

で
の
取
り
組
み
の
検
証

も
行
う
な
か
で
、
今
後

の
課
題
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

通
学
路
に
危
険
な

場
所
が
あ
り
ま

す
。
通
学
路
の
管
理
は

ど
こ
で
や
っ
て
い
る
の

で
す
か
。

通
学
路
の
管
理

は
、
学
校
、
教
育

委
員
会
で
行
っ
て
い
ま

す
。
各
学
校
で
は
、
学

期
に
２
回
、
下
校
指
導

の
時
な
ど
に
点
検
し
て

い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
に
市

は
て
い
ね
い
な
支

援
を
。
職
員
派
遣
な
ど
、

人
的
な
支
援
が
必
要
で

は
。

一
般
の
地
域
づ
く

り
交
付
金
に
加
え
、

地
域
課
題
に
特
化
し
た

交
付
金
、
ま
た
、
拠
点

施
設
整
備
補
助
な
ど
の

財
政
支
援
が
あ
り
ま

す
。
人
的
に
も
、
ま
ち

づ
く
り
指
導
員
、
地
域

づ
く
り
支
援
者
を
配
置

し
、
十
分
な
支
援
を
し

て
い
ま
す
。

　
　

＊　

＊　

＊

賃
金
向
上
、
労
働

条
件
向
上
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
充
実
の
た
め

に
公
契
約
条
例
が
必
要

で
は
。所

管
の
総
務
常
任

委
員
会
で
協
議
し

ま
す
。

　
　

＊　

＊　

＊

教
職
員
の
勤
務
実

態
は
深
刻
で
、
大

き
な
課
題
で
す
。
市
教

委
で
は
、「
業
務
改
善

方
針
（
計
画
）」
の
策

定
や
勤
務
時
間
の
適
正

な
把
握
を
し
て
い
ま
す

か
。
ま
た
、
部
活
の
適

切
な
運
営
は
。

勤
務
時
間
は
市
教

委
で
は
把
握
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

実
態
調
査
を
行
い
、
改

善
計
画
を
立
て
ま
す
。

部
活
動
指
導
員
配
置
等

で
教
員
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
　

＊　

＊　

＊

来
年
度
か
ら
米
の

生
産
数
量
目
標
の

配
分
と
、
直
接
支
払
い

交
付
金
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。「
間
接
的
な
情
報
」

で
判
断
し
作
付
け
で
き

ま
す
か
。
コ
メ
政
策
の

見
直
し
に
よ
る
地
域
農

業
へ
の
影
響
に
ど
う
対

応
し
ま
す
か
。

来
年
度
以
降
も
需

要
に
応
じ
た
生
産

体
制
の
確
立
は
必
要
で
、

国
や
県
の
情
報
を
踏
ま

え
「
作
付
け
目
安
」
を

提
示
し
、
水
田
フ
ル
活

用
策
を
決
定
し
ま
す
。

農
家
に
混
乱
が
生
じ
な

い
よ
う
目
安
数
量
や
方

針
を
伝
え
ま
す
。
独
自

の
施
策
と
し
て
、
小
豆

の
作
付
け
に
、
助
成
金

の
上
乗
せ
も
検
討
し
ま

す
。

公
契
約
条
例
は
働

く
人
の
賃
金
下
限

額
を
守
り
、
適
正
な
雇

用
を
確
保
し
若
者
の
流

出
を
防
げ
る
制
度
で

す
。
昨
年
の
質
問
で「
庁

舎
内
で
検
討
を
進
め

ま
す
」
と
答
弁
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

庁
内
で
検
討
し
、

昨
年
9
月
に
「
公

契
約
条
例
策
定
審
議
会

設
置
条
例(

案
）」
の

提
案
を
行
う
予
定
で
準

備
を
進
め
ま
し
た
が
、

手
続
に
不
備
が
あ
り
提

案
を
見
送
り
ま
し
た
。

「
前
向
き
に
取
り

組
む
」
と
答
弁
を

し
な
が
ら
一
年
近
く
そ

の
ま
ま
で
す
。
早
急
に

議
会
と
協
議
を
す
る
べ

き
で
は
。

所
管
の
総
務
常
任

委
員
会
で
協
議
し

ま
す
。

　
　

＊　

＊　

＊

鐘
ケ
坂
峠
に
廃
墟

が
あ
り
、
と
て
も

悪
い
環
境
で
す
。
市
は

所
有
者
に
対
し
て
解
体

撤
去
の
勧
告
を
す
べ
き

で
あ
り
ま
す
。

玄
関
に
扉
は
な
く

窓
ガ
ラ
ス
は
割
ら

れ
て
い
る
状
況
で
、
不

特
定
多
数
の
人
が
容
易

に
侵
入
で
き
る
状
態
に

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

所
有
者
に
対
し
て
適
正

な
管
理
を
促
し
て
い
き

ま
す
。

ココが聞きたい！一般質問
一般質問は、議員個人が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直

接求めることができる唯一の機会です。今回は、17人が、私たちの生活にかか

わることについて質問や提言をしました。

テーマは自由

質問する内容は、議案

とは関係なく議員が自

由に決め、「通告書」に

書いて締切日までに提

出します。

制限時間は60分

一人あたりの制限時間

は、市からの答弁も含

め 60 分です。

ホームページに
質問項目を掲載

掲載しきれなかった質

問項目は、市議会のホー

ムページに掲載してい

ます。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

今回は

17人の議員が

一般質問を

しました！

すべての質問項目は
市議会ホームページ
をご覧ください。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。 1213
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新
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建
設
の
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要
性
を
発
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べ
き

答 

年
内
に
は
建
設
に
つ
い
て
の
考
え
方

と
基
礎
資
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を
整
理
し
お
示
し
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ま
す
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地
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ソ
フ
ト
両
面
と
も
県
下
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
支
援
を
し
て
い
ま
す

児
童
・
生
徒
と
向
き
合
う
働
き
方
改
革

答 

勤
務
実
態
を
正
確
に
把
握
し
て
、
業
務

改
善
計
画
を
作
り
ま
す

公
契
約
条
例
で
市
の
活
性
化
を

答 

制
定
に
向
け
て
議
会
と
協
議
し
ま
す

元旦ジョギング大会（和田地域）

小学校の授業風景

鐘ケ坂峠にある廃墟の建物

   

特
集
　
９
月
は
ま

   

さ
し
く
決
算
議
会

   

特
集
　
９
月
は
ま

   

さ
し
く
決
算
議
会

9
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

百
条
委
員
会
の

設
置
と
審
議
結
果

市
議
会
か
ら
の

提

言

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

視

察

報

告

議
会
進
化
論

  

■一般質問



■一般質問

   

特
集
　
９
月
は
ま

   

さ
し
く
決
算
議
会

   

特
集
　
９
月
は
ま

   

さ
し
く
決
算
議
会

9
月
定
例
会
コ
コ

が
ギ
ロ
ン
の
論
点

百
条
委
員
会
の

設
置
と
審
議
結
果

市
議
会
か
ら
の

提

言

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

視

察

報

告

議
会
進
化
論

 

山
名
　
隆
衛  

議
員

 

大
嶋
　
恵
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員

14

 

須
原
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議
員

　

 
 

林
　
時
彦 

議
員

 

大
西 

ひ
ろ
美  

議
員

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

■一般質問

答 問

問

小
学
校
4
年
生
社
会
見
学

（
丹
波
市
消
防
本
部
に
て
）

答 問問

答

増
え
て
い
る
関
連

法
人
や
関
連
事
業

の
見
直
し
時
期
で
は
。

ふ
る
さ
と
丹
波
市

定
住
促
進
会
議
は

農
泊
事
業
を
行
う
法
人

化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

新
法
人
に
は
農
泊
事
業

と
定
住
促
進
会
議
に
委

託
し
て
い
る
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ

―
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
の
運
営
、

メ
デ
ィ
ア
Ｐ
Ｒ
戦
略
、

他
に
委
託
し
て
い
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
丹
波
相
談

窓
口
業
務
、
た
ん
ば
の

仕
事
、
丹
波
移
住
計
画

の
運
営
な
ど
、
す
べ
て

の
業
務
を
ま
と
め
て
平

成
30
年
度
か
ら
委
託
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

移
住
定
住
相
談
窓

口
と
市
民
プ
ラ
ザ

構
想
の
係
わ
り
は
。

特
色
あ
る
地
域
づ

く
り
活
動
や
活
発

な
市
民
活
動
な
ど
魅
力

移
住
・
定
住
施
策
の
体
系
と
方
針
は

答 

新
し
く
設
立
さ
れ
た
法
人
で
関
連
施

策
の
整
理
統
合
を
行
い
ま
す

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

マ
ン
の
谷
口
市
長
、

そ
し
て
市
民
の
み
な
さ

ん
。
40
回
目
を
迎
え
る

も
み
じ
の
里
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
、
30
回
目
を
迎

え
る
三
ツ
塚
マ
ラ
ソ

ン
、
そ
の
他
伝
統
あ
る

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
っ
て
丹
波
市

初
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大

会
に
し
て
は
。

三
つ
の
問
題
点
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

各
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
実

行
委
員
会
に
対
し
て
、

マ
ラ
ソ
ン
大
会
継
続
の

意
思
・
確
認
調
整
。
さ

ら
に
、
実
行
委
員
の
大

半
は
地
元
の
方
が
多
い

た
め
一
か
ら
新
た
な
組

織
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

二
つ
の
大
会
以
外
の

コ
ー
ス
設
定
の
場
合
、

特
に
市
民
の
生
活
道

路
、
流
通
道
路
等
に
つ

い
て
優
先
的
に
検
討
す

る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

私
自
身
多
く
の
ラ
ン

ナ
ー
が
丹
波
市
を
走
り

抜
け
る
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

に
魅
力
を
感
じ
、
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
に
な
る
こ
と

で
全
国
か
ら
さ
ら
な
る

注
目
度
も
増
し
、
丹
波

市
の
魅
力
を
全
国
に
発

信
す
る
絶
好
の
機
会
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
共
、
開
催
の
是
非
や

可
能
性
に
つ
い
て
意
見

を
伺
い
ま
す
。

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
丹
波
市
を
ひ
と
つ
に

答 

私
自
身
は
夢
の
あ
る
話
と
し
て
大
い

に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す

あ
る
丹
波
市
の
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
多

く
の
移
住
者
を
迎
え
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

充
実
し
た
丹
波
暮
ら
し

の
た
め
に
連
携
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

市
内
の
空
き
地
を

利
用
し
て
定
住
者

を
増
や
し
ま
せ
ん
か
。

宅
地
と
し
て
使
用

で
き
る
市
有
遊
休

地
の
公
売
は
幅
広
い
方

が
参
加
で
き
る
よ
う
周

知
方
法
を
工
夫
し
ま
す
。

「
確
か
な
学
力
」

の
確
立
、
そ
し
て

子
ど
も
が
安
心
し
て
居

心
地
い
い
学
校
で
あ
る

た
め
に
は
、教
員
に
「
ゆ

と
り
」
が
と
て
も
重
要

で
す
。
ま
た
、
休
職
者

を
増
や
さ
な
い
た
め
に

も
、
事
務
負
担
の
軽
減

や
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
た
過
ご

し
方
の
で
き
る
定
時
退

勤
日
の
完
全
実
施
を
求

め
ま
す
。

事
務
負
担
の
軽
減
、

残
業
時
間
月
80
時

間
以
上
の
教
職
員
報
告

等
か
ら
、
今
後
実
態
の

把
握
に
努
め
ま
す
。
教

職
員
の
残
業
時
間
の
多

さ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
・
保
護
者
の
方
々

に
も
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ

ャ

ル

ワ

ー

カ
ー
、
部
活
動
指
導
員

等
、
教
員
の
サ
ポ
ー
ト

と
な
る
加
配
を
求
め
ま

す
。

学
校
現
場
の
ニ
ー

ズ
等
も
踏
ま
え
、

必
要
に
応
じ
て
計
画
的

に
適
宜
配
置
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
加
配
教
員
、

支
援
員
の
増
員
等
充
実

に
つ
い
て
も
県
教
委
へ

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
！

答 

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

加
配
等
、
対
応
し
て
い
き
ま
す

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

問

答 問

答

問

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

各
部
署
の
職
員
に

手
話
の
養
成
講
座

の
受
講
を
促
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
手
話
通

訳
者
の
設
置
や
派
遣
を

補
完
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
、
意
志
疎
通
に

効
果
の
あ
る
機
器
を
調

査
研
究
し
、
導
入
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
受

け
た
方
が
、
認
知
症
カ

フ
ェ
の
準
備
に
携
わ
る

等
、
認
知
症
の
方
や
介

護
者
が
集
わ
れ
る
場
で

活
動
で
き
る
よ
う
な
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

現
在
、
開
催
さ
れ

て
い
る
認
知
症
カ

フ
ェ
「
ま
ご
こ
ろ
カ

フ
ェ
」
や
毎
月
市
内
を

巡
回
し
て
行
わ
れ
て
い

る
認
知
症
介
護
者
の
つ

ど
い
「
ほ
っ
と
」
の
な

か
で
、
そ
の
よ
う
な
要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

連
携
機
関
と
協
議
し
て

参
り
ま
す
。 

　
　

＊　

＊　

＊

聴
覚
障
が
い
者
の

方
へ
の
市
役
所
等

の
窓
口
対
応
に
、
音
声

認
識
機
能
を
備
え
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
躍
の
機
会
を
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小
学
校
で
は
、
養
成
講
座
で
の
サ
ポ

ー
タ
ー
参
加
に
つ
い
て
調
整
し
ま
す

市
長
の
進
め
ら
れ

る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
の

矢
と
し
て
、
医
療
に
対

す
る
意
識
が
日
本
一
高

い
と
言
わ
れ
る
丹
波
市

を
め
ざ
す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
高
騰
す
る
日
本

の
医
療
費
の
削
減
に
な

る
取
組
み
を
始
め
た『
県

立
柏
原
病
院
の
小
児
科

を
守
る
会
』
に
な
ら
っ

て
、
市
民
全
員
が
そ
う

い
う
意
識
を
持
っ
て
い

る
市
と
な
れ
ば
、
日
本

一
に
突
き
抜
け
ら
れ
る

の
で
は
。

今
ま
で
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
重
要
な
視
点
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
す
べ

て
の
方
に
目
配
り
が
で

き
る
よ
う
な
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

＊　

＊　

＊ 日
本
を
救
う
医
療
特
区
の
よ
う
な
市
に
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今
ま
で
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、

重
要
な
視
点
で
あ
る
と
思
い
ま
す

シティプロモーションのひとつ（大学生によ

る提案：ソフトバンク地方創生インターン）

オレンジリングをもらって
貴方もサポーターに !

平
日
夜
間
応
急
診

療
室
は
、
医
師
会

の
皆
様
に
大
き
な
負
担

を
強
い
て
い
る
。
現
在

の
利
用
状
況
を
鑑
み
て

改
善
策
を
講
じ
る
べ
き

で
は
。柏

原
赤
十
字
病
院

と
丹
波
市
医
師
会

の
絶
大
な
る
ご
協
力
で

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

市
民
や
県
立
病
院
へ
の

影
響
も
考
慮
し
、
廃
止

も
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

答

問答

 

渡
辺
　
秀
幸  

議
員

答 問

答 問

捕獲用の箱ワナ

市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
は
、
高

齢
化
等
で
減
少
を
続
け

て
い
ま
す
。
将
来
予
測

を
鑑
み
有
効
活
用
を
図

る
た
め
、
転
用
規
制
緩

和
を
す
る
べ
き
で
は
。

中
山
間
地
域
の
農

地
管
理
は
大
き
な

課
題
で
す
が
、
今
の
と

こ
ろ
農
地
法
お
よ
び
農

振
法
を
遵
守
し
、
将
来

に
向
け
人
・
農
地
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
集
落
営

農
組
織
の
支
援
、
農
の

学
校
、
半
農
半
公
制
度

等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

＊　

＊　

＊

新
病
院
開
設
に
伴

い
、
石
生
と
柏
原

の
間
に
新
駅
を
設
け
、

新
庁
舎
も
併
設
し
て
一

帯
を
特
別
市
街
地
に
し

て
は
。市

の
中
心
部
の
将

来
に
向
け
た
都
市

計
画
は
必
要
で
す
。
第

2
次
丹
波
市
総
合
計
画
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
等
の
計
画
を
踏
ま

え
、
優
良
農
地
を
守
り

つ
つ
新
病
院
周
辺
で
の

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
住

み
慣
れ
た
地
域
で
受
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
公
共
交
通
の

あ
り
方
も
含
め
て
検
討

し
た
い
。
ま
た
、
都
市

計
画
の
整
備
方
針
を
整

備
す
る
検
討
組
織
を
立

ち
上
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

中
山
間
地
域
の
農
地
規
制
緩
和
策
を

答 

現
時
点
で
は
農
地
法
等
を
遵
守
し
人
・

農
地
プ
ラ
ン
を
企
て
課
題
に
取
組
み
ま
す
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問 答答

問答



 

小
川
　
庄
策  

議
員

 

谷
水
　
雄
一  

議
員

 

吉
積
　
　
毅  

議
員

 
  

近
藤
　
憲
生   

議
員

 

小
橋
　
昭
彦  

議
員

16

 

広
田
ま
ゆ
み  

議
員

答 問

問

答 問

答 問

問答

答

問答

問

答

問答

答 問問答
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答

問答

問

答 問

答 問

丹
波
市
の
観
光
資

源
に
つ
い
て
、
イ

メ
ー
ジ
や
関
心
、
期
待

度
を
調
査
し
、
今
後
の

観
光
施
策
や
Ｐ
Ｒ
戦
略

に
活
か
す
Ｇ
Ａ
Ｐ
調
査

や
現
地
聞
き
取
り
調
査

の
取
組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

一
般
消
費
者
か
ら

見
た
〝
丹
波
市
の

強
み
・
魅
力
〟
を
確
認

す
る
た
め
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
調

査
等
広
域
調
査
は
、
大

き
な
社
会
情
勢
変
化
が

あ
る
場
合
に
詳
細
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
観
光

施
設
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
、

ニ
ー
ズ
等
の
調
査
は
毎

年
実
施
し
、
次
年
度
に

活
か
せ
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

全
国
公
募
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

の
採
択
の
観
点
と
今
後

の
流
れ
に
つ
い
て
ど
う

お
考
え
で
す
か
。

推
進
3
原
則
で
あ

る
「
具
体
の
事
業

か
ら
実
効
性
を
上
げ
て

い
く
」「
外
側
か
ら
の
評

価
に
よ
る
市
民
の
愛
着

と
誇
り
の
醸
成
」「
民
間

人
材
の
企
画
力
、
行
動

力
と
の
協
働
」
か
ら
5

事
業
者
の
6
事
業
案
を

採
択
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
地
元
雇
用
の
確
保

や
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
展
開
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
み
は

答 

人
材
の
魅
力
で
国
内
外
の
人
・
も
の

を
呼
び
込
め
る
体
制
を
構
築
し
ま
す

平
成
27
年
度
以
降
、

「
ふ
る
さ
と
学
」
の

改
善
点
は
。

平
成
27
年
度
は
学

校
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
３
校
配
置

し
て
い
ま
し
た
が
、
28

年
度
か
ら
は
全
小
学
校

に
配
置
し
ゲ
ス
ト
テ
ィ

チ
ャ
ー
の
確
保
を
図
り
、

ふ
る
さ
と
学
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
学
」

を
住
民
と
共
に
学

ぶ
機
会
へ
の
取
組
み
は
。

ふ
る
さ
と
学
の
学

び
に
は
、「
地
域

で
学
ぶ
」「
地
域
を
学
ぶ
」

「
地
域
に
返
す
」
活
動
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に

「
ふ
る
さ
と
学
」
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
取
り
入
れ
、
住

民
と
と
も
に
学
ぶ
機
会

を
持
っ
て
い
る
学
校
も

あ
り
ま
す
。

フ
ェ
リ
カ
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
よ
り

「
た
ん
ば
ふ
る
さ
と
学
」
へ
の
取
組
み
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全
小
学
校
に
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
配
置
し
ま
す

消
防
本
部
の
人
員

配
置
に
お
い
て
、

県
内
の
同
等
の
規
模
の

市
と
比
較
し
、
ま
た
丹

波
市
の
地
域
性
を
考
慮

し
た
適
正
な
人
員
と

な
っ
て
い
ま
す
か
。

人
口
や
管
轄
面
積

が
類
似
し
て
い
る

消
防
本
部
と
比
較
し
ま

す
と
、
消
防
吏
員
が
多

い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

職
員
定
数
全
体
を
減
ら

す
中
で
、
消
防
本
部
に

つ
い
て
は
丹
波
市
発
足

当
時
か
ら
24
名
を
増
員

し
、
救
急
隊
の
現
場
到

着
時
間
短
縮
を
目
的
と

し
て
山
南
地
域
と
山
東

地
域
で
は
救
急
車
の
24

時
間
体
制
の
運
用
を

行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
定
数
が

削
減
さ
れ
る
中
で

人
海
戦
術
が
必
要
な
自

然
災
害
で
は
団
員
に
は

大
き
な
負
担
に
な
っ
て

い
る
が
、
消
防
吏
員
に

よ
る
現
場
活
動
は
可
能

で
す
か
。

二
次
災
害
が
予
測

さ
れ
る
よ
う
な
自

然
災
害
で
の
救
助
活
動

等
は
消
防
本
部
・
県
警

機
動
隊
・
自
衛
隊
が
主

に
行
い
、
水
防
工
法
等
多

数
の
人
員
を
要
す
る
活

動
は
消
防
団
や
自
主
防

災
組
織
が
安
全
に
活
動

い
た
だ
け
る
よ
う
訓
練

に
取
組
み
ま
す
。

消
防
本
部
の
組
織
充
実
に
つ
い
て

答 

市
内
の
課
題
を
認
識
し
、
効
果
的
な
消

防
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す

地域の安全を担っていただいている
消防吏員

新
し
く
作
成
さ
れ

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
見
る
と
、
避
難
経

路
が
絶
た
れ
る
、
い
わ

ゆ
る
「
孤
立
状
態
」
を

想
定
し
た
連
携
防
災
訓

練
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、
ど
の
様
に
お
考

え
で
す
か
。

市
で
は
、
第
一
に

孤
立
状
態
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
早
め
の

避
難
指
示
な
ど
に
よ
る

「
命
を
守
る
行
動
」
を
促

す
と
と
も
に
、
家
庭
や

地
域
で
は
、地
域
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
等
を
活
用
し

地
域
の
状
況
に
応
じ
た

避
難
訓
練
の
実
施
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
訓
練
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

先
般
、
全
職
員
を

対
象
と
し
た
参
集

訓
練
や
班
長
ク
ラ
ス
対

象
の
地
震
対
応
訓
練
、

県
合
同
防
災
訓
練
な
ど

を
行
い
、
対
応
能
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
防
災
訓
練
を

答 

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
理
的
特
性
に
応

じ
た
各
種
訓
練
を
研
究
し
て
い
き
た
い

　
　

＊　

＊　

＊

地
域
通
貨
へ
の
考

え
方
は
。

個
人
や
団
体
に
よ

り
発
行
さ
れ
、
特

定
の
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
中
で
限
定
的

に
流
通
す
る
（
経
済
的

な
価
値
を
含
む
）
も
の

で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
福
祉
的
な
活

動
の
労
働
の
対
価
や
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
評
価
さ

れ
換
価
さ
れ
る
も
の
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

県合同防災訓練

ス
ー
パ
ー
公
務
員

を
輩
出
す
る
仕
組

み
の
検
討
は
。

以
前
ご
提
案
い
た

だ
い
た
市
長
賞
と

し
て
、
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
情

熱
人
賞
を
制
定
し
ま
す
。

市
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
て
活
躍
す

る
職
員
が
増
え
る
よ
う

士
気
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　
　

＊　

＊　

＊

事
務
事
業
評
価
に

あ
わ
せ
て
、
民
間

と
の
連
携
を
検
討
し
、

そ
れ
に
沿
っ
た
市
民
講

座
を
企
画
す
る
な
ど
、

活
躍
市
民
を
増
や
す
仕

組
み
づ
く
り
を
。

行
政
改
革
の
基
本

姿
勢
を
「
民
間
に

で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」

と
し
て
お
り
、
民
間
活

力
の
有
効
活
用
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
民
講
座
に
つ
い
て
も
、

「
市
民
団
体
を
育
て
る
」

と
い
う
視
点
を
組
込
ん

だ
事
業
展
開
の
可
能
性

に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

　
　

＊　

＊　

＊

ま
ち
づ
く
り
指
導

員
等
の
連
携
を
深

め
、
自
治
協
議
会
等
へ

の
支
援
体
制
の
強
化
を
。

ま
ち
づ
く
り
指
導

員
は
、
自
治
協
議

会
へ
指
導
・
助
言
す
る

一
定
以
上
の
見
識
を
持

つ
者
で
す
。
毎
月
の
定

例
会
で
情
報
交
換
・
情

報
共
有
し
、
よ
り
連
携

を
深
め
て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
公
務
員
の
登
場
を
期
待

答 

市
長
賞
を
制
定
し
、
職
員
の
士
気
高

揚
に
努
め
ま
す

障
が
い
者
の
福
祉

就
労
に
関
す
る
最

低
工
賃
の
引
上
げ
や
保

障
に
つ
な
げ
る
施
策
の

検
討
は
。
ま
た
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
で
の

軽
作
業
を
春
日
庁
舎
の

仕
事
だ
け
で
は
な
く
全

庁
舎
対
象
に
広
げ
て
は
。

工
賃
向
上
支
援
対

策
と
し
て
、
平
成

26
年
度
か
ら
市
単
独
事

業
で
工
賃
向
上
支
援
事

業
補
助
施
策
を
実
施
し

て
お
り
、
障
が
い
者
の

能
力
と
工
賃
向
上
に
向

け
た
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
は

「
工
賃
向
上
支
援
事
業
補

助
金
」
を
、
販
売
手
段

の
拡
大
に
向
け
た
事
業

に
つ
い
て
も
対
象
と
す

る
よ
う
に
、
事
業
の
拡

大
に
向
け
た
取
組
み
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
　

＊　

＊　

＊

有
害
鳥
獣
対
策
事

業
に
つ
い
て
は
、

予
算
を
有
効
に
使
っ
て

対
策
を
と
る
べ
き
で
は
。

農
業
被
害
や
生
活

環
境
被
害
の
実
態

を
把
握
し
、
被
害
状
況

に
即
し
た
有
害
鳥
獣
捕

獲
活
動
と
あ
わ
せ
、
鳥

獣
防
護
柵
の
設
置
と
点

検
、
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン

の
整
備
な
ど
、
捕
獲
班

と
市
民
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
、
鳥
獣
被
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
事
務
事
業
評
価
を
問
う

答 

障
が
い
者
自
立
支
援
対
策
と
有
害
鳥
獣

対
策
を
幸
福
度
ア
ッ
プ
の
為
の
施
策
に

平成 25 年のＧＡＰ調査報告書

講演会などの地域づくり活動を支えてい
ただいているのがまちづくり指導員さん。

丹波市立障害者地域活動支援センタ－
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■一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。 ＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

■一般質問



Shigikai Information

＊上記の日程は変更になる場合があります。最新の

情報はホームページなどでご確認ください。

12月の
定例会

次回は

11 月 28 日から

はじまります。

ぜひお越しく

ださい。

日 曜日 内　　容 開会時間

11/28 火 本会議（議案提案） 9：30

12/6 水 本会議（一般質問） 9：00

12/7 木 本会議（一般質問） 9：00

12/8 金 本会議（一般質問） 9：00

12/12 火 本会議（議案質疑・委員会付託） 9：30

12/14 木 総務常任委員会 9：30

12/15 金 民生常任委員会 9：30

12/18 月 産業建設常任委員会 9：30

12/19 火 補正予算特別委員会 9：30

12/21 木 本会議（議案の採決） 9：30

進
化
を
つ
づ
け
る
議
会
。 

す
ぐ
で
き
る
こ
と
は
、

す
ぐ
に
や
る
！

決
算
審
査
の
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た

　

９
月
定
例
会
で
は
、
今
回

審
査
し
た
平
成
28
年
度
の
決

算
に
対
し
て
の
提
言
を
、
こ

れ
か
ら
編
成
さ
れ
る
平
成
30

年
度
の
予
算
に
反
映
し
や
す

く
す
る
た
め
、
審
査
方
法
を

変
更
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
特
別
委
員
会
を
「
予

算
決
算
特
別
委
員
会
」
と
し
、

議
長
を
除
く
全
議
員
が
参
加

し
て
審
査
に
あ
た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
の
担
当
者
が
出
席

し
て
内
容
に
関
す
る
質
疑
を

行
う
だ
け
で
は
な
く
、
議
員

の
み
で
論
点
を
議
論
す
る
議

員
間
討
議
の
日
を
新
し
く
設

け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
通
し
て
、
全
議

員
が
論
点
を
共
有
し
、
互
い

の
意
見
を
交
換
し
、
決
算
に

対
す
る
提
言
を
深
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
も

変
わ
り
ま
す

　

議
員
個
人
が
市
に
対
し
て
行

う
一
般
質
問
で
も
、
改
革
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
登
壇
し
て

行
っ
て
い
た
冒
頭
の
質
問
を
発

言
者
席
か
ら
行
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
議
員
は

最
初
か
ら
市
当
局
と
対
面
し
て

質
問
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
当
局
に
対
し
て
事

前
に
提
出
す
る
「
一
般
質
問
通

告
書
」
を
、
当
日
傍
聴
に
来
て

い
た
だ
い
た
方
に
も
資
料
と
し

て
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

12
月
議
会
か
ら
は
、
一
般
質

問
通
告
書
の
様
式
を
さ
ら
に
わ

か
り
や
す
い
も
の
に
変
更
す
る

と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
公
開
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

進めています、議会改革！

議会進化論
ー２ー

Information

視察報告

広聴活動（市民参加）の重要性と
議会だより編集のノウハウを学ぶ

7/27 ～ 28 議会報編集委員会7/30 ～ 8/1 議会運営委員会

福島県会津若松市議会・埼玉県寄居町議会など先進地に学ぶ

「議員・職員のための
議会広報セミナー」

全国の市町村議会議員

や議会広報担当職員が

参加し、講師の吉村潔

先生の幅広い知識と情

報をもとに、議会だよ

りのノウハウや先進事

例を学びました。

「住民の声を聴くことこ
そ議員活動の原点」と議
員全員で取材に取り組む

（埼玉県寄居町）
議会改革の一環として、広報広聴

事業のあり方について調査・研究

するため、６年ぶりとなる先進地

視察を行いました。

全委員が同席され、意見交換などを

通じて互いに学びあい、とても刺激を受け

ました。みなさんの「議会だより」に対す

る熱意がひしひしと伝わって

きましたね。議会報改革の今

後の方向性も見えた、大変有

意義な視察でした。
寄居町議会だより

市が事業の進捗管理で作成している「事業カルテ」な

どの資料をもとに決算について審査し、審査結果を評

価報告書として市長宛に提出し、次年度予算に反映す

るよう要望されています。

予算・決算の連動、市民の声を政策形成
サイクルにつなげる流れを学ぶ

「決算審査を予算に連
動させる流れ」を充実

（東京都多摩市議会）

丹波市議会でも取組みを始めた

「決算と予算の連動」を深めるた

め、連動について議会基本条例

ではっきりと示している多摩市

議会で先進地視察を行いました。

市民の声を起点にした
政策形成サイクルを確立

（福島県会津若松市議会）

市民との意見交換会を起点に課題を政策討論会で議論

し、２年を１サイクルとして政策提案につなげる流れ

を確立されています。テーマや対象を絞った議会報告

会や意見交換会の開催、意見集約と論点の抽出、さら

に議員間討議への流れなど、学ぶべきことの多い視察

となりました。

議会改革の先進事例としてしばし
ば取り上げられる会津若松市議会
を視察しました。

決算審査の段階で、詳しい事業報告書を

もとに委員間討議などを行い、議決する仕組

みは、丹波市議会でも取り組んでいくべきと

感じ、さっそくできるところから取り入れる

ことにしました。

丹波市が抱えるさまざまな課題を

調査するため、委員会などで先進地を訪問し、

視察研修を行いました。

注目したい先進事例

では、オリジナリティを追及

した紙面として「たんばりん

ぐ」も紹介され、編集上心が

　　けていることなどを

　　　発表しました。

太陽光発電施設の設置に関する
指導などについて先進地を視察

（兵庫県加東市・加西市）

丹波市内でも太陽光

発電施設の設置があちこちで

進んでいます。発電の推進と

規制の両面から、慎重かつス

ピード感を持って条例化を

検討すべきと感じました。

どちらも太陽光発電の設置にかかる条例が制定され

ており、設置業者において市民等に十分な説明を行

うことが義務付けられています。加東市は発電出力

10kw以上、加西市は1,000㎡以上の施設が対象。

加東市HP→

９月定例会から、市役所１階の玄

関付近と各課窓口に、定例会ポス

ターの掲示をはじめました。ご来

庁の際、お時間がありましたらぜ

ひ傍聴にお越しください。また、

玄関ホールの大型画面で、イン

ターネット中継をご覧いただくこ

ともできます。

このまちの「あした」がみえてくる。

議会傍聴に
お越しください
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久しぶり
に傍聴に

来ました
。関

心ごとが
あったか

らです。
しっ

かりした
議員さん

の質問が
聞

けて来て
よかった

です。

平日は来
にくいの

で、でき

れば土日
か夜の開

催はでき

ないでし
ょうか。

東野　忠
満さん

（氷上町
成松）

８/９民生常任委員会・
産業建設常任委員会

連合審査会

「町民の理解を得るには広報・広聴活動が重要」と、

昨年９月、議会広報・広聴特別委員会に変更された寄

居町議会。「住民の声を聴くことこそが議員活動の原

点」とインタビューも全議員で行い、町民の顔をでき

るだけたくさん掲載することを心がけておられます。

※「マチイロ」の利用料は無料です（通信費は利用者の負担となります）。

※全国 500 を超える自治体で導入されているスマートフォン用無料アプリです。すでに

市の広報紙も配信されており、広報たんばやたんばりんぐが発行されると自動的にお知ら

せが届きます。また、ほかの自治体の広報紙を見ることもできます。
（※注）アプリを運営する（株）ホープが掲載する広告が表示されますが、内容に関しては一切責任を負いません。

表
紙
の
説
明

マチを好きになるアプリ

９月定例会を傍聴しました！

1819

定例会のポスターを掲示します

議会改革度　　　ランキング

50位にランクイン★

早大マニフェスト研究会による全国

の都道府県・市区町村を対象とした

「議会改革度ランキング」。議会基本

条例の検証や議会改革の実行計画の

作成と推進、住民との直接対話から

政策提言につなげる仕組みの充実な

どの議会改革度がランキングに反映

されるもので、前年度の 84 位から

50 位に順位をあげました。

Change!カワル・ギカイ

充実している

議員図書室

と行政経営

報告書


